
句佛上人 句碑 

「空正の松 焼枯して久し 今其蹟を 

つかんとて 手植を乞はれけれは 

緑せよ 松籟鐘に 和するまで 

句佛」 

現在も豊橋別院に残る梵鐘（寛永２１年 

鋳造）の願人である高須九太夫こと釋空正 

（くうしょう）が植えた「空正松」は、明治４年の 

火災で焼枯してしまいます。昭和１１年、東 

本願寺第２３代彰如（句佛）上人の御手に 

よって２代目「空正松」が植えられました。 

その折に上人が詠まれた句が石碑となって 

別院境内の東南角に置かれています。 

 その松も先の大戦の空襲により焼けてし 

まいましたが、梵鐘は戦時中の供出を免れ 

別院の歴史とともに今も鐘の音を響かせて 

います。 
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【吉田御坊】 
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１月１日 修正会 

２月２５日 真宗講座Ⅰ 

３月 彼岸会 

４月１９～２１日 報徳会 

６月２０日 真宗講座Ⅱ 

７月１４～１７日 夏之御文拝読 

９月 彼岸会 

１０月２５～２８日 報恩講 



別院の歴史 

豊橋別院の前身吉田
よ し だ

御坊
ご ぼ う

誓
せい

念寺
ね ん じ

の創立は、１６４４(寛永２

１)年、梵鐘の銘文に、誓念寺は本

願寺付属の道場である旨を本願寺

１３代宣如
せんに ょ

上人が誌すことに由来す

る。御坊の濫觴
らんしょう

は、１５３４(天文

３)年創立の吉田
よ し だ

川
がわ

毛
げ

道場ともいわ

れているが、１５８３(天正１１)

年、吉田惣
よ し だ そ う

道場
どうじょう

に証
しょう

如
に ょ

上人影像が

顕如
け んに ょ

上人より授与される。さらに、１

５９５(文禄４)年に顕如上人影

像が、１６０５(慶長１０)年開山

親鸞
し ん ら ん

聖人
しょうにん

御影が教如
きょうにょ

上人より授与

され、後者には「誓念寺惣
せ い ね ん じ そ う

道場
どうじょう

」と裏

書きにあって寺号が見えている。この

川毛道場の後身が現在の浄
じょう

円寺
え ん じ

、

正琳寺
し ょ う り ん じ

といわれ、さらに應通寺
お う つ う じ

、仁
にん

長寺
ち ょ う じ

、蓮
れん

泉寺
せ ん じ

の各寺が、この周囲に

移転して、寺内を形成したようであ

る。その後、吉田(現「豊橋」)の城下

町・宿場町としての地理的重要性が

高まり、宣如
せんに ょ

上人より本願寺懸所
か け し ょ

に

取り立てられ、これらの五ヵ寺が役寺

となった。 

以後の江戸時代の御坊について

は資料が少なく不明瞭であるが、１

８３６(天保７)年に達如
た つ に ょ

上人から

再建の命があり、募財や材料調整も

なり着工されかけたが、１８５８(安

政５)年に本山両堂が類炎し、急遽

普請中の当御坊建築用材をすべて

本山へ寄進することになり、阿弥陀

堂に用いられたという。 

その後において漸次堂宇等が造営

されたようであるが、１８７１(明治

４)年に本堂縁下より出火し、境内

の多くを焼失してしまった。廃仏
はいぶつ

毀釈
き し ゃ く

の風潮の中、一時は廃寺の命を受け

るが、地元門末の存続運動もあり、

「講究所」を経て１８７９(明治１

２)年に「豊橋別院」が公認され、同

時に厳如
ご ん に ょ

上人からの消息
しょうそく

も発せられ

た。２年後、本堂・御殿・庫裡・女人

会所等が建ち、婦人会はじめ東三

河の中心道場としての機能を回復し

た。 

ところが１９４５(昭和２０)年

６月１９日の豊橋空襲により、また

もや灰燼に帰することとなる。焼土の

中からの復興は困難をきわめたが１

９５０(昭和２５)年仮本堂が再

建され、１９８５(昭和６０)年に

現在の本堂が再建され、１９９４

(平成６)年、別院開創３５０年記

念法要が厳修された。さらに２００

１(平成１３)年に蓮如
れんに ょ

上人五百

回御遠忌法要、２０１５(平成２

７)年、宗祖親鸞聖人七百五十回

御遠忌法要が厳修され、徐々に境

内伽藍が整備されている。 

四世紀にわたる御坊・別院の歴史

は、崇敬部下門末の並々ならない懇

念に加え、明治再興時の輪番制施

行以後も変わらず護持と教化を担っ

た役寺五ヵ寺の役割に、特筆すべき

ものがあるといえよう。 

（文/青木馨氏『別院探訪』より） 


